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内　 　容 得　点 平均点

問題1 日本の歴史的事件の時系列 0点/5 0.6点
問題2 税が米から現金に変わった理由 10点/10 3.1点
問題3 キャッシュレス化への不安の説明 10点/10 8.2点

問題1 二酸化炭素排出抑制率の計算 8点/8 2.2点
問題2 牛肉とバーチャルウォーター 6点/9 5.2点
問題3 「過剰除去」の意味の説明 0点/8 3.9点

内　 　容 得　点 平均点

問題1 一本の紐から作れる正方形の計算 10点/10 8.8点
問題2 辺の長さの比と正六角形の面積 0点/10 1.0点
問題3 辺の長さの比と正八角形の面積 5点/5 2.2点

問題1 温度による体積変化 5点/13 3.0点
問題2 加熱されたバイメタルの変化 6点/6 3.7点
問題3 バイメタル温度計に使う金属 0点/6 1.5点
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内　 　容 得　点 平均点

問題1 文章内容の理解と記述 7点/10 4.5点
問題2 文章内容の理解 6点/6 5.2点
問題3 文章内容の理解と記述 8点/8 3.4点
問題4 作文 15点/36 16.6点

内　 　容 得　点

問題4① 制限字数が守られているか 9点/10
問題4② 段落構成が適切かどうか 6点/8
問題4③ 具体的な体験が書かれているか 0点/8
問題4④ 自分の考えが書かれているか 4点/5
問題4⑤ 全体のまとまり・減点項目 1点/5



適性検査Ⅰ

1	 水の三態（液体・固体・気体）と、周りの環
かん

境
きょう

の違
ちが

いについて、会話文とグラフや経験か

ら考える問題です。

問題１　液体の水が蒸発して気体の水蒸気になるときに熱を吸い取る現象を、経験等もふ

まえて考えたかどうかです。

問題２　１気圧のときの氷と水の境目の温度０℃、水と水蒸気の境目の温度100℃に気づ

けたかどうかです。

問題３　⑴は水の状態のグラフをしっかりと読めたかどうかです。つまり、標高の高い場

所では気圧が低くなるので、水の沸
ふっ

騰
とう

する温度が100℃よりも低くなることに気づき、

食材によく火が通らないことを、うまく記述できたかどうかです。⑵は⑴の逆で、圧
あつ

力
りょく

鍋
なべ

は、圧力を高めることができるので水の沸騰する温度を上げられることをうまく記述

できたかどうかです。

2	 いろいろな金属の体積と重さの関係を、表とグラフと会話文から考えたり、アルキメデ
スの実験結果を推測できたかどうかをみる問題です。

問題１　密度（１cm³あたりの重さ）の表を使って計算して、どの金属にあたるのかを、グ

ラフの点（●）から探していく問題です。正しい計算ができたかとグラフを読めたかどう

かを見る問題です。

問題２　同じ金属であれば、密度も同じになるので、正比例のグラフとなり、原点から一

直線上にある点は、すべて同じ金属であることがわかります。

問題３　異なる金属を混ぜると、密度がかわるので、同じ重さだと体積が違ってきます。

つまり、この問題では、金より密度の小さい銀を混ぜたので、体積が大きくなることに

気づけたかどうかです。

問題４　問題３の続きで、偽
にせ

物
もの

の王
おう

冠
かん

を見つける他の方法について考える問題ですが、こ

こでは「浮
ふ

力
りょく

」を使っています。体積が大きいほど「浮力」が大きくなることがわかれば、

王冠の方が体積が大きくなるので、「浮力」が大きくなり、浮
う

いて上がることがわかります。

3	 上皿てんびんを使って、異なる重さのおもりを見つけたり、複数の分銅の和や差を使う
ことで量ることのできる重さの数を調べる問題です。

問題１　⑴は、おもりが３個なので、つり合えば残りの１個が、傾
かたむ

けば下がった方が重い

おもりとわかります。⑵は、おもりが５個なので、２個ずつのせてつり合えば、残った

１個が重いおもり、１回目に傾いた場合は、下がった方に重いおもりがあることがわか

るので、その２個を左右に１個ずつのせて、重いおもりを見つければよいことになります。

問題２　下がっている方に重い６gのおもりがあることがわかるので、上がっているおも

りはすべて５gになることに気づけたかどうかです。このときに図の中に、５gとわかっ

たおもりに「５」と書き込
こ

むなどをして正確に解き進めていきます。

問題３　最低で１gで、最大で12g（＝１＋４＋７）とわかります。あとは２個ずつの和は

簡単ですが、差を使った重さを見落とすことなく考えられたかどうかです。

問題４　和が13gであることから、３つの数の和が13になる組み合わせをすべて考えて、

１組ずつ手早く検証していくことができたかどうかです。

4	 となり合う数の和を使って、１から連続する数を作る問題です。
問題１　１と２を使えば、３（＝１＋２）が作れるので、４以上の数が入ることがわかった

かどうかです。

問題２　１以外に、２も必ず必要になります。２の入り方が１のとなりか、となり合わな

い場所かの２通りあることに気づけたかどうかです。

問題３　⑴の最大の数は、全部で何通りの数の組み合わせになるかを考える問題です。⑵

は、問題２と同様にして、２の入る場所を分けて考えることができたかどうかです。

適性検査Ⅱ

1	 江
え

戸
ど

時代の貨
か

幣
へい

を用いたテーマです。

問題１　この問題は江戸時代の貨幣価値を現代の貨幣価値に置き換
か

える問題です。聞き慣

れない単位が出てくるので、単位合わせを間違えないように順を追って求めていく力が

問われています。

問題２　江戸時代の日本と外国における金銀交
こう

換
かん

比率に関する問題です。聞いたことがな

くても会話文がヒントになっているので、その内容を理解し、単純な数字に置き換えて

考えてみるとわかりやすかったはずです。

問題３　貨幣価値と物価に関する問題です。考え方は円安・円高に近いものがあります。

この考え方に落とし込めば容易に解けますが、たとえ知らなくても、資料でガイドがあ

るので、参考にすれば答えは出せるはずです。

2	 パンフレット作成をもとにした、推理系の問題です。
問題１　資料内の条件に沿って、順を追って、パンフレットの項

こう

目
もく

のページ数を当てる問

題です。頭の中で考えるのではなく、実際に手を動かし、表にしてまとめるなど、可視



化することが大切です。

問題２　問題１と同様に資料内の条件を整理する問題です。落ち着いて項目を整理できた

かどうかです。

問題３　適性検査ではよく出るテーマです。新聞のページの仕組みの応用問題です。向か

い合うページの和が一定になっていることに気がつくかどうかが鍵
かぎ

です。

3	 この問題のテーマは記
き

憶
おく

についてです。公立中高一
いっ

貫
かん

の入試ではあまり見ないテーマで

すが、初見のテーマでも資料を使って徐
じょ

々
じょ

に明らかになっていく形式は、入試でよくある

手法です。

問題１　資料を利用して計算する問題です。適性検査ではよくある問題です。条件の読み

落としに気をつけ、どのような計算が求められているのかを把
は

握
あく

するようにしましょう。

問題２　⑴は正誤判定です。前半３つの選
せん

択
たく

肢
し

は、データをもとにした正誤判定です。後

半４つの選択肢は文章資料との正誤判定です。それぞれ、設問の選択肢の内容と、その

該
がい

当
とう

箇所と照らし合わせる作業が必要です。⑵は資料の情報を読み取る問題です。文章

をしっかり読むことができるかどうかです。

問題３　この問題では、資料の情報からわかることを読み取る問題や、120字記述をメイ

ンに出題しました。はじめに筆者が大切だと言っている場所を見つけ、ただ抜
ぬ

き出すの

ではなく、自分の言葉で要約できるようにしましょう。

適性検査Ⅲ

　文章１は、作家、翻
ほん

訳
やく

家
か

として活
かつ

躍
やく

している著者による、さまざまな文化から見られ

る多様な美しさについて書かれた随
ずい

筆
ひつ

文
ぶん

です。今回の抜
ばっ

粋
すい

部分では、主に人が無意識の

うちにもっている「パターン認識」を説明し、そこから自由になって世界の新たな見方を

発見する大切さが述べられています。

　文章２は、サイエンスライターとして活躍している著者によるエッセイで、様々な事

例や比
ひ

喩
ゆ

を挙げながら、私たちの誰
だれ

もがもっている「仮説」をお互
たが

いに理解し合い、物事

を柔
じゅう

軟
なん

に考えていく大切さが述べられています。比
ひ

較
かく

的平易な文体で著者の主張も明確

ですが、筆者特有の話し言葉や比喩表現に注意して、素早く正確に文意を読み取ること

が大切です。

　公立一貫入試では、限られた時間内で文章の意味を正確に読み取り、重要なポイント

を素早く見抜いて頭の中で整理する要約力が非常に大切になってきます。普
ふ

段
だん

の学習で

も、与
あた

えられた文章を漫
まん

然
ぜん

と眺
なが

めるのではなく、大切なところに線を引いたりチェック

をしたり工夫をし、「筆者は結局何を伝えたいのだろうか？」、「その根
こん

拠
きょ

は何だろうか？」

など、筋道立てて読むことを意識しましょう。

　また、今回のように二つの課題文が出題される場合、それらに共通する主張やテーマ

を考えながら読むことも大切です。今回は「自分の考えやものの見方を絶対視せず、相対

化させることの大切さ」が共通する内容ですので、解答文の作成にはそうしたことにも意

識を向けていきましょう。

問題１　本文中の言葉を参考に、的確な説明を考える記述問題です。わざわざ「文章中の言

葉を使って」と書いてあるということは、解答文を作るにあたってかなり活かせる部分が

本文中にあるということです。「自分勝手な言葉」を考えるのではなく、あくまで本文中

の筆者の言葉の中にヒントを探す意識が大切です。今回は中略の直後の内容を、文法的

に「ねじれ」が生じないよう、また文末にも注意してまとめます。

問題２　空所補
ほ

充
じゅう

の問題です。このような問題では、ともすると「何となく」の感覚でそれ

らしい表現を書いてしまいがちですが、文脈をていねいに追ってヒントとなる言葉を探

し、的確な表現を書く必要があります。今回は、空
くう

欄
らん

の直後に解答に活かせる表現が２

か所あるので、それを参考にして書いていきます。少なくとも、空欄が含
ふく

まれている一

文全体に視野を広げ、文脈を読み取るよう意識しましょう。

問題３　問題１と同じく、本文中の言葉を参考に傍
ぼう

線
せん

部
ぶ

の理由となる的確な説明を考える

記述問題です。今回は「だから」という接続詞に注意し、傍線部の直前を活かせば解答例

のような文を作ることができます。限られた時間内で的確な解答文を作るために、優先

順位の高い言葉を素早く見抜けるよう意識して練習していきましょう。

問題４　二つの課題文の内容をまとめたうえで、自分の考えを体験も交えてまとめる作文

問題です。第二段落以降には「自分自身の今後の学びのためにこれからどんなことを心が

けていきたいか」という自分の考えを書きますが、その際課題文で述べられていたことと

は無関係な内容を書いてしまうと高得点は期待できません。たとえば解答例のように、

「積極的にあらゆる他人と交流して物事を多角的に考えていきたい」という方向性で書く

こともできます。あるいは、「自分が何気なく抱
いだ

いている先入観を疑っていきたい」、「自

分とは異なる考えをもった人を理解するよう努めていきたい」といった方向性で書くこと

もできます。いずれにせよ、本文と関連する内容を的確に考えて書く必要があります。

試験本番の限られた時間ではありますが、解答用紙に清書する前に「文章の流れ」を余白

に図示化する、メモをとるなどして、はじめからおわりまで一貫した作文ができるよう

自分なりの工夫を考えてみてください。






